
警察署協議会議事概要

協議会名 神奈川県港南警察署協議会

日 時 令和５年８月23日（水）午後１時30分から午後３時30分までの間

場 所 神奈川県港南警察署

出 席 者
１ 警察署協議会側

会 長 塩田良英 副会長 根本慶次 副会長 磯田巧

委 員 齊藤陽子 委 員 渡邊地津子 委 員 髙橋功

委 員 東 清 委 員 岩谷浩二 委 員 稲村和明

委 員 小川さとみ 計10人

２ 警察署側

警察署長 村野英明 副署長 興津進一 地域担当次長 浦口和人

警務課長 富樫粛 留置管理課長 田邊淳一郎 会計課長 重田泰彦

生活安全課長 和田史 刑事課長 石井信晴 交通課長 川村秀顕

警備課長 石川和人 地域第一課長 茂田佳範 計11人

議事要旨 警察署協議会からの答申等に対する措置結果の説明

「港南警察署における風水害対策について」の答申を受けて

１ 警察署が被災した場合に備え、パトカーの駐車場所や、電源を確保す

るなど、事前の備えを万全にしてほしい。

〇 パトカーの駐車場所については、災害時の代替施設として南高校

と協定を締結している。

万全な準備を図るため、複数の駐車場確保につとめる。

〇 当署が風水害により停電で電源が使用できなくなった際は、新館

４階にある非常用発電装置が作動し、電源を確保することができる。

非常時に備え、毎月非常用発電装置の作動訓練や点検を行ってい

る。

２ 治安のプロであり、地域住民の懸け橋である警察と行政が連携してハ

ザードマップを作成してほしい。

〇 ハザードマップの作成は、横浜市（港南区役所）の業務であるこ

とから、当署からは、勤務を通じて把握した危険箇所について積極

的に行政機関へ情報提供を行う。

〇 地域住民に身近な危険箇所を知ってもらうため、交番だよりに浸

水危険箇所や土砂災害危険箇所を掲載する。

３ 横浜市と建設業界等で協定を結んでいるが、そこに警察も参加し、

重機等を搬送する際、円滑に搬送できる対策をしてほしい。

〇 他機関が締結した協定に警察は関与できないが、発災場所へ重機

等が円滑に搬送されるよう警察として対応する予定である。

４ 横浜市は防災無線がないので、パトカーのスピーカー等で情報発信し

てほしい。

〇 関係機関との連携を密にし、地域に必要な情報提供のあり方につ

いて柔軟な対応を検討する。

諮問

特殊詐欺の現状と対策について

答申

１ 港南警察署で実施している様々な広報啓発活動を継続してほしい。

自治会等座談会形式の懇談会を実施する等「心に響く教養」を実施し

てほしい。

２ 固定電話対策をより一層強力に推進してほしい。



３ 全件通報は、効果的な施策だと思うが、対象者の協力を得られない等

の事情から、署員の対応に要する時間が長く、負担も大きいことから、

対応等の研究を行ってはどうか。

業務説明

前四半期（令和５年４月から６月まで）の業務推進結果及び今四半期

（令和５年７月から９月まで）の業務推進計画について、資料を事前配布

し説明を行なった。


